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§１．研究成果の概要 

 

ここ数年で深層学習は沢山の注目を集め，様々なアプリケーションに応用されながら劇的

な精度向上を果たしている．これらの多くは数百万から数十億の素子で構成され，複数の

GPU と CPU の組み合わせによる超高速計算能力が重要な役割を果たしている．このよう

な計算には大きな消費電力がともない，莫大なコストを必要とする．そこで本研究は，ア

ルゴリズム，ソフトウェア，及

びハードウェアを統合した超低

電力ニューラルネットワーク

（Neural Network: NN）を提案す

る．初年度ではお主に，①アル

ゴリズムの面において，手書き

数字画像データセット MNIST に

向けた LeNET5 モデルの重み圧

縮を行った．圧縮したモデル

は，推論の精度を 99.03%に維持

しながら従来より 600 倍以上軽

量化することができた．さら

に，②ソフトウェアについて，

従来の遺伝的アルゴリズムを用

いた配置配線の結果と比べ，最

大 43%の面積削減かつ 100 倍以上の計算時間の短縮を達成した． 

 
図１ 提案するニューラルネットワークの全体像． 


